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台
湾
の
李
登
輝
総
統（七七）
は
二
十
日、
陳
水
属
新
総統
（回
る

に
政
権

を引き
継
ぎ、
十
二
年
に
わ
た

る治世
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
つ。

台湾
の
民
主
化、
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
な
ど
に
大
き

な

役割
を
果
た
し、
台
湾
住
民
の
七
割以
上
が
高
く
評
価
す
る

「
李
登
輝時
代」
。

今
後
は
農
業
経
済
学
の
研
究
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
打
ち
込
む
意
向
と
い
わ
れ
る
が、
「
偉
大
な
指
導

者」
と
し
て
内
政
に
影
響
力
を
持
ち
続
け
る
と
の
見
方
は
強

い。
大
の
親
日
家
で
私
人
の
立
場
で
の
訪
日
を
希
望
し
て
お

り、
日
中
関
係
に
も
余
波
が
及
ぶ
可
能
性
も
高
い。
引
退
し
て

も
ま
だ
ま
だ
自
が
離
せ
な
い
李
総
統
の
行
く
末
を
探
る
と

（
台
北・
白
石
徹〉

」

李総
統
は
す
で
に

総統府
を

出
て、
台

北市内
か
空車
で一

時
間
ほ
ど
の
桃
園
県
の
別荘
に

転
居。
三
月
末
に
国
民
党
主
席

を辞
任
し
て
お
り、

総統を
引

退
す
れ
ば
官
職
か
ら
す
べ
て
身

を
引
く
こ
と
に
な
る。

今
月
十
四
日、
こ
の
別
荘
に

ム、
口J

墾E
E三省巾

�、
ロ

は
自
由
で
民
主
的
な
現
代
国
家
進
歩
的
で
繁
栄
し
た
時
代
を
切
た
が、
今
回
は一
・

一
二
倍
と

に
なっ
た
と
誇
り
を
持っ
て
言
り
開
い
た
と
実績
を
誇
示。
さ一
再
び
逆
転
し
た。

え
る」
と
強調
し
た。

ら
に、
政
治
改革
を
通
じ
て
主一

ニュ
ー

ヨ
ー

ク
で一
ρ
の
商

【
台
北
日
日
共
同】
退
任
す

李
氏
は、
十
二
年
の
在
任
期
権
在
民
と
い
う
建
国
の
理
想
を一
品
が
東京
で
は
い
く
ら
で
買
え

る
台
湾
の
李
澄
輝
総統
は
十
六
間
に
政
治、
経
済、
国
防、

実
現
し、
国
際
社
会
か
ら一
致一
る
か
を
表
す
購
買
力
平
価
は
百

日、
行
政
院
（
内
閣〉
主
催
の
〈
中
台）
両
岸関
係
な
ど
各
方
し
た
評
価
を
受
け、
発
展
途
上

三
平
七
円
で、
前
年
の
百
四
十

．一
お
別
れ
テ
ィ
ー

パ
ー

テ
ィ
ー

で
面
で
顕
著
な
成
果
を
上
げ、
中
国
が
参
考
に
で
き
る
「
成
功
の
二
円
か
ら
四
円
改
善。
経
企
庁

一
講
演
し
「
中
華
民
国
（
台
湾）

華
民
間
始
まっ
て
以
来、
最
も

模範」
と
なっ
た
と
自
賛
し
た。一
は
「
円
高
要因
を
除
け
ば
価
格

統
の
応援
を受
け
て
当
選
で
き一
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一
差
は
改
醤
し、
食
料
や
家賃
な

た
の
だ
が、
最
近
は
関
係
が
悪一
も。
い
ま
だ
李
総
統
の
「
冗

台
湾
の
有
力
紙、
聯
合
報
は
価
で、
「
不
満
足」
は一
二
%
ど
貿
易
と
関
係
が
薄い
商
品
と

化。
「
国
民
党
の
プ
リ
ン
ス」

一
談」
が
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
背
十
六
日、
十
二
年
の
李
登
輝
時
に
と
ど
まっ
た 。
台
湾
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
の
価格
が
下
が
り
に

と
い
わ
れ
る
馬
市
長
へ
の
警
三
景
に
は

引退後
も
無
視
で
き
な

代を総括
す
る

世論調査の
結

大多数
が李
総統

を支持
し、

く
い
状
態
が
続
い
て
い
る
よ
う

で
あ
り、
ひ
い
て
は
反
李
登
輝
い
政
治
力
と
世
論
の
支
持
が
あ
果
を
伝
え
た。
住
民
の
七
四
%
引
退
後
の
活
動
に
も
期
待
を
寄
だ」
（
物
価
局）
と
み
て
い

派へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
の
指
摘
る。

が
「
満
足」
と
答
え
る
高
い
評
せ
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け
だ。

る。

民
主
的
国
家
に
な
っ
た

， 陳
水
属
新総
統
を
支
え
る
民
進

党
の
立
法委
員
（
国
会
議
員）

＋
数
人
が
訪
れ
た。
面
会
し
た

沈富雄議
員
ら
に
よ
れ
ば、
李

総
統
と
議
員
の
闘
で
次
の
よ
う

な
や
り
取
り
が
あ
っ
た。

李
総
統
「
（
沈
議
員
に
対

し）
も
し、
あ
な
た
が
台
北
市

長
に
出馬
す
る
な
ら
私
は
必
ず

応
援
す
るよ」

議
員
「
そ
う
す
る
と
総統
は

国
民
党
か
ら
除
籍
で
す
ね」

李総統
「
冗
談だ
よ、
ほ
ん

の
冗
談」

李
総
統
の
発
言
の
真
意
を
め

ぐ
り、
台
湾
メ
デ
ィ

ア
は
大
騒

ぎ。
政
権
の
座
を
降
り
た
国
民

党
に
とっ
て
台
北
市
長
は
最
後

の
砦
（
と
り
で）
だ。

現職
の

馬
英
九
市
長
は
九
八
年、
李
総

李総
統 、
お
別
れ
あい
さつ

巴＝＝

「
李
総統
は
私
人
に
な
ろ
う

李
総統
の
側
近
で、
総
統
府

と
影響
力
を
持
ち
続
け
る。
民
顧
問
の
鑓
振
宏
氏
も
「
中
華
世

主
政
治
や
外
交、
経
済
面
で
も一
界
で
民
主
的
な

P
無
血
革命H

李
登
輝路
線
は
生
き
続
け、
国一
は
史
上
初
で
あ
り、
民
主
制
度

民
党
で
あ
ろ
う
と
民
進
党
で
あ一
を
確
立
し
た
李
総
統
に
は
不
滅

るっ
と、
尊重
し
な
い
わ
け
に一
の
功
績
が
あ
る。

総統
職
を
維

は
い
か
な
い。
民
衆
に
対
し
て一
れ
で
も
影
響
力
は
残
る
だ
ろ

も
影響
力
を
保
つ」
。

台
湾
大一
う」
と
話
す。

学
政
達科
の
楊永
明
助
教授一

当
面、
李
総
統
は
著
作
に
専

は
断
言
し
た。

一
念
す
る。
農
業
経
済学
者
だっ

日本統治下の台湾・台北県に生 jj
まれる ；； 
京都帝大農学部に学ぶ
終戦で台湾ヘ戻る
台湾大学路業経済学部卒
台湾大助教授
米コーネル大学で農業経済学博 11
士号取得 n 
台北市長
国民党中央常務委員
台湾省政府主席 ! ! 
副総誠亮に就任 n 
蒋経国総統の死去に伴い、副総 ：：
統から総統ヘ昇格
国民党主席も兼任
野党設立を解禁し、民進党を合 ；j
j虫イじ ：； 
大陸に近い金門、馬祖両島の戒；；
厳令を解除 ；； 
初の全面改選による立法院（国n
会に相当）選挙を実施。民進党n
が躍進 ! ! 
初の総統直接選挙で総統に再選；：
独メディアの取材に対し、中台 ！！
関係を「特殊な国と国の関係」
と述べ、 「二国論Jを提起

2回目の総統直接選で陳水馬氏 ：；
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チ
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毎日
新聞社人事（6月幻日）
代

一
表
取
器専
務（
専務・関
雲
話一

一
当

主議選

管裂内務・
資

、ー

ト
i

室・
不
動藤本
部門店
一
白川克己マ

た
李
登
輝
教
授
に
政
治
家
へ
の

市
閣が
あ
る0．中一

咽
の
朱
鎗

謹
一

新・
察本社
代表
（常
務・
広
告

道
を
開
い
た
蒋
経
国
元
総
統
を

首相の
十
月
訪
日
が
い決
ま
り、

「
担当）
石井関純
マ
専務

二
段本社

振り返
る本
を
三
カ
月
以
内
に

み
日
2り
れ
g
J
苅
代表（

常務
・

奉・
英－
毒
日相当

一
l

e

t
－一・
学暗
薪削
ねVH一）
木戸焼マ常
務・

出
版。
ま
た
「
中
国
人
の
歴
史一
高
く
な
っ
た
が、
い
ず
れ
訪
日一

ト

一

一一－11

一関
連
会
社相当（
取
締役）
経期
拘
逼

観」
と
い
う一
書
も
近
く
上
梓一
問
題
が
再
燃
す
る
の
は
必
至一
川経

理
木部長
稲山
輝機
マ
常務・
主

（
じ
よ
う
し）
す
る。
対外
的一
だ。
李
総
統
を
「
台
湾
独
立
派一
法・
沼波
・
メ
ディ
ア相当
・
英文毎

に
は
民
間
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・

一

の
親
玉」
と
み
る中
国
は、
退

一

員当一・
営
菌
室
（
取締役・

一

i

け
一墓
案
社一
関表
・
墓
来
社
側集
局

台
湾
総合
研
究
院
の
名
誉
会
長

一

任
後
の
影
響
力
も
極
度
に
程

一

志
北村正
任マ
取締佼
・

労務・
総

の
肩
魯
を
も
っ
見
込
み
だ。

示。
日
本
政府
に
「一
つ
の
中

石担当・
広報
室
（
復
怒過
・

販

新
総統
に
就
任
す
る陳
水
扇

一

国」
の
原
則
を
突
き
つ
け、
李一叩
藤木
部品。
大
森邦彦マ
取締役

一

・
西
部
木社代表

・

福岡本部長（大

氏
は
当
選
後
の
三
月
三
十
日
に

一

氏訪
日
に
断
固
反
対
す
る
構
え

阪本

語
星

雲
号
取締

李
総統
を
訪
ね、
政
権
移
譲
に一
だ。

役
俊
民待
遇
墓
来社副代表
・

向
け
て
全
面
的
な
協
力
を
求
め

一
李
総統
と
親
し
い
鍾振宏
氏

中部
代謀長崎
恕穴マ
取締役・
昭如

一

」

担当
H
大
阪・
西
部

室
露
大

た。
そ
の
際、
陳
氏
は
「
総統

一

は
「
総
統
に
は
日
本
の
た
め
γ

阪本社
販売
局長出口
正作マ
取締役

は
退
任
後
の
日
本
訪
問
を
希
望一
も
訪
日
し
た
い
と
の
強
い
気持

童
話
議
室・
薬
在

し
て
い
る
が、
台湾
の
平
和
の一
ち
が
あ
る。
中
国
の
圧
力
を受

潔
菜
部品中島健
一
郎

一

マ
取
締
役・
東
京
本
社
編
集
局長

使
者
と
し
て
全
世
界
を
回っ
て一
け
続
け
る
日
本
に、
確
固
と
し

一

（人事・
総
務本部長）
橋本遥明マ

ほ
し
い」
と
要望。
李
総統
は一
た
態
度
を
示
し
て
ほ
し
い
と
の
取締役（
役ぬ待
感

出版抑当
・
出

塁
と
新
総統、
さ
ら
に
は
台一
願
い
か
ら
だ。
何
も
そ
こ
ま
で

鰹
局長山
室マ
取締役・
盗

塁

湾
と
の
橋
渡
し
復
に
な
る
こ
と一
日
本
の
こ
と
を
考
え
な
く
て
（
墓
菜社広
告局長
）
六
撃
司マ

一

取締役

東
日
印
刷社
長国保仁マ
監

に
意
欲
を
見
せ
て
お
り、
今
後一
も、
と
思
っ
て
し
ま
う」
。

査役
俊民待遇
）
水野
弘敏マ
相品

の
活
動が
注
目
さ
れ
る。

一

李
総
統
は
私
人
に
戻
っ
て
も
役

公害

総葉、

街並
・

自
宅
は
今
年
十

崇
に
開一
台湾
だ
ォ

で
な
く、
東
ア
ジ
ア

大阪
本社
代表）
迫田
太マ
退任
代

7
：

1

－

表取締
役
専
務
白根邦
男、
常務
上
西

崎国間
凶
陥
民
間
ゆ
阻際
会鵠問一
の
キ
1

ハ
1
ソ
ン
て
あ
り
続
け

朗夫、
田中
諦
治、
取
締
伎
竹
内
宏

に、
私
人
の
李登
輝
氏
を
招
く一
る
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ。

二、

集盟、

木村栄作、

峰神被

森田
明彦マ
役
員待遇

塞胤本社敗
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92年11月

12月

96年3月
99年7月
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